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する多くの方々の信頼を集め、今日のコ

ーセーグループの基礎を築きました。

　現在、コーセーグループではＣＳＲに

対する取り組みを重要な経営課題のひ

とつとして位置付けています。その一環

として、本年2月に『コーセーグループ 

行動指針』を策定しましたが、その中心

をなす行動憲章として、創業者の言葉で

ある『正しきことに従う心』を据え、

『コーセーグループは正しいことは何か

を見つめながら“正しきことに従う心”

をもって、倫理に即した行動に徹し、法

令・社会的規範を遵守し、コーセーグルー

プに関わる全ての人々の人権を尊重し、

お客さまをはじめ広く社会から支持さ

れる誠実で誠意のある企業であり続け

ることを目指します』と明記しました。

　コーセーグループが果さなければな

らないＣＳＲ、つまり社会的責任につき

ましては、これまで各部門ごとに行って

きました。しかし、今後は企業活動の中に

明確に位置付け、組織的な展開をはかっ

ていくためにＣＳＲ委員会を設置いた

します。

　そして、お客さまはもとより、お取引先

のみなさま、株主のみなさま、コーセー

グループで働く社員のみなさん、そして

地域社会や地球環境とよりよき共生を

実現していきたいと考えています。

　昨年までは、様々な取り組みの中でも

環境保全活動を中心にレポートをまと

め、皆さまにご報告してまいりましたが、

本年はＣＳＲに関連する取り組みもご

紹介させていただくことにいたしまし

た。まだ、取り上げる内容に偏りや不備

なものも含まれていることと思います

が、次へのステップの第一段階と考えて

おります。

　環境保全活動については、1997年に地

球環境委員会を設置して積極的に取り

組んでおります。すでに目に見える成果

を上げつつあると思いますが、関係会社

の工場も含めた全生産拠点と全物流拠

点に引続き、昨年は中国の工場でも

ISO14001の認証を取得いたしました。

また、活動の幅も組織として取り組むも

のから、社員ひとりひとりが取り組む草

の根運動的なものまで広がりつつあり

ます。京都議定書で定められた日本の温

室効果ガス排出量の削減目標である６％

を達成しようという国民的プロジェク

ト『チーム・マイナス６％』や、本社の所

在地である東京都中央区の実施してい

る環境清掃運動『きれいにし隊』への参

加などはその一例です。主な生産拠点

ではすでに取り組んでいるゴミのゼロ・

エミッションを、各事業のオフィスでも

実施しようという『ゴミ・ゼロ運動』も

広まりつつあります。

　コーセーグループは、今後ともステー

クホルダーのみなさまのご意見をいた

だきながら、事業活動を通して、将来に

わたって持続することのできる社会の

実現と、地球環境の保全に貢献してまい

りたいと考えておりますので、よろしく

ご指導ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

株式会社コーセー

代表取締役社長　小林　保清

行動規範は

『正しきことに従う心』

環境保全は

社員ひとりひとりの意識から


